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❶	尺八とその国際化
本稿では，海外における日本音楽を考察するた

め，ブラジルの尺八愛好者に焦点を当て，日系人

及び非日系人にとっての尺八音楽の意味とあり方

をめぐって，尺八の国際化について検討します。

江戸時代には，剃髪しない半僧半俗の虚無僧た

ちが尺八を独占しようとしていました。当時，尺

八は「法器」として使われていましたが，普化宗

が廃止1)された後，「楽器」として演奏されるよ

うになりました2)。20世紀以降，尺八は日本の国

境を越え，欧米やオーストラリアなど，様々な国

や地域に広がっていきました。要するに，法器か

ら楽器へ，さらに国際的な楽器となりました。

海外へ尺八が広がるプロセスにはいくつかの段

階があります。最初は，19世紀末から始まった

日本人移民です。次に，1960年代から 70年代に

かけては，移民ではない日本人尺八演奏家が海外

で公演を行い，またアメリカの大学で客員教授と

なって指導を行いました。1970年代から 80年代

にかけて，多くの外国人が尺八を勉強するために

日本へ留学し，帰国後は自国で尺八を教えまし

た。最後に，1990年代からは海外で，尺八フェ

スティバルといった大きなイベントが定期的に開

催されています（Casano 2005：24-25）。このよう

に尺八は，徐々に国際化されたと考えられます。

本稿における用語「国際化」は，発祥地のみな

らず複数の国及び民族へ広まるというプロセスを

指します。前述の通り，尺八は日本人移民により

海外へ広がり始めたのですが，日本人移民による

広がりの段階だけでは，完全に国際的楽器になっ

たとはいえないでしょう。尺八が日本及び日系社

会の壁を超えて様々な民族へ広がり，さらに彼ら

の中に尺八奏者や製管師や師匠が生まれ，また

様々な団体やイベントや新作品などが現れた段階

で，本格的に国際的楽器になったといってもいい

でしょう。

尺八では，和楽器全般の世界から見てもユニー

クなイベントであるワールド尺八フェスティバル

があります。尺八界において，最も重要なもので

す。世界各国から数多くの尺八奏者，研究者，作

曲家等がここに集結し，尺八の多様な流派（主

に，国際尺八研修館，琴古流，都山流，明暗流な

ど）のワークショップ，講義，演奏会等が活発に

行われます。このフェスティバルは日本，アメリ

カ，オーストラリアとイギリスで行われたことが

あります。

加えて，アメリカでは Shakuhachi Summer 

Camp of the Rockies，ヨーロッパでは Shakuhachi 

Summer School，プラハではInternational Shakuhachi 

Festival Pragueが定期的に行われます。イベント

に限らず，国際的な団体もいくつか存在します。

例えば，The International Shakuhachi Society, The 

European Shakuhachi  Society,  Shakuhachi 

Gesellschaft Schweiz, The Australian Shakuhachi 

Societyなどです。
Keisterは，欧米への尺八の普及が成功した理

由は，尺八と禅宗との関連性だと述べています

（Keister 2004：100）。1950年代以降，アラン・

ワッツ Alan Watts， 鈴木大拙，フィリップ・カプ

ロー Phillip Kapleau のような著作家や仏教学者や

宗教指導者などによって禅宗が欧米に広がりまし

た。この流れの中で，虚無僧の伝説である古典本

曲が人気になりました。

ブラジルの場合は，日本人移民を通じて尺八が

受容されましたが，1980年代までの尺八受容は

ほとんど日系社会内に限られていました。しか

し，尺八の国際化の影響によって，尺八を勉強す

る非日系人が現れ，現在3)のブラジルでは尺八関
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係者の大半が非日系人です。

このようにブラジルでは，日本人移民による尺

八の広がりと，非日系人への広がり，二つの系統

の国際化が見られます。

❷	ブラジル日系社会における尺八音楽
1908年に日本からブラジルへの移民が始まり，

それと共に尺八や箏や三味線のような和楽器がブ

ラジルに受容されました。後に移民たちは次世代

に日本音楽を伝え，ブラジルで誕生した日系社

会4)の中で，現在まで維持されてきました。

最初は，正月や天皇誕生日のような祝いの時

に，また生活における遊びとして，非公式に日本

民謡や三味線，日本の流行歌や曲などを演奏する

ための集まりがありましたが，徐々に日本音楽研

究会やブラジル邦楽協会，またブラジル日本民謡

協会やブラジル郷土民謡協会などのような音楽団

体が創立されました。尺八の場合，都山流と琴古

流という伝統的な二大流派が受容され，また日本

民謡でも尺八がよく吹かれています。

次に，日本からブラジルへ移民した人々の中

で，邦楽界において重要な人物を紹介します。

ブラジルの最初の尺八奏者として，福島県出身

の小林美登利（1891 - 1961）がいます。彼は1922

年にキリスト教プロテスタントの牧師として，布

教のためにブラジルに移住しました。小林は日本

で琴古流と明暗流を学んでいましたが，ブラジル

では専ら民謡を演奏し，1953年には民謡研究会

の発足に尽力し，また音楽に限らず教育者として

も日系社会へ多く貢献しました。

次に，都山流尺八奏者の三好好実と，彼の妻，

生田流箏曲・地歌の三好美和です。三好夫妻は
1931年に渡伯し，1939年にサンパウロ市で「日

本音楽の夕」と題し，ブラジルにおいて初の邦楽

の演奏会を開催しました。後に，生徒を集め，日

本音楽研究会というグループを創立しました。
1960年代には，三好とその弟子たちによって都

山流尺八楽会ブラジル支部が正式に創設されまし

た。

1956年に，琴古流の石見綱（1923 - 2012）が

山田流箏曲家の母と共に日本からサンパウロに移

り住みました。彼は，荒木古童三世（1879－
1935）と四世（1902 - 1943）の弟子であり，1941

年に「梅旭」を襲名し，琴古流の系統を受け継

ぎ，五世梅旭となりました。彼はサンパウロ市で

琴古流の尺八教室を開き，また箏・三味線奏者と

共に多くの演奏活動をしていました。

このように，尺八は，箏や三味線などの和楽器

と合奏し，日系人間の交流を盛んにしたと考えら

れます。要するに，日系人にとって尺八は，他の

和楽器と同様に，コミュニティを作るきっかけと

なり，尺八を通して合奏を実践しながら人々を繫

いだのです。

箏と三味線の場合，その楽器の音楽や流派等

は，すべて日系人によりブラジルへ取り入られま

した。たとえば，ブラジル箏曲宮城会，生田流正

派，山田流などは日系人の手でブラジルに取り入

られました。

一方，尺八でも，伝統的な二大流派である琴古

流と都山流，そして民謡尺八をブラジルに持ち込

み，それを次世代に伝承してきたのは日系の人々

でしたが，横山勝也の古典本曲の場合は，ブラジ

ルに導入したのは非日系人でした。

❸	ブラジルの非日系尺八関係者
インターネットが普及していない時代には，海

外では尺八に触れる機会はきわめて限られていま

した。後に，尺八は欧米やオーストラリアなどへ

広がり，しかもインターネットが普及し，その影

響によってブラジルの一般の人々も尺八に触れる

ことが出来るようになりました。特に 2000年代

からは，Websiteや SNSや Forumなどのようなプ

ラットフォームが使用され，尺八についての情報

が圧倒的に英語で公開されるようになりました。

ここで尺八の国際化とブラジルの非日系人への尺

八の広がりの関わりが見えてきます。

次は，具体例として，ルイジ・イルランジーニ 

Luigi Irlandini ，エンリケ・ズルツバッハー 
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Matheus Ferreiraという3名の非日系人を取り上げ

ます。

イルランジーニは作曲家で，サンタ・カタリナ

州立大学音楽学部作曲科の教授です。彼が住むフ

ロリアノポリス市はポルトガル，ドイツ，イタリ

アからの移民により開拓された地域です。そこに

は日本音楽や和楽器などがほとんどありません。

そのため，彼は尺八を勉強する機会がありません

でしたが，アメリカで暮らしていた時，コロラド

の尺八フェスティバルで尺八に触れることができ

ました。そこで，デビッド・ウィラー David 

Wheeler，クリストファー・ブレィズデル 

Cristopher Blasdel，柿堺香という尺八の師匠に出

会いました。その後，スカイプで，柿堺より古典

本曲を教わっています。イルランジーニの作品の

中に，尺八とギターと弦楽四重奏楽曲の《ホ・

オー Ho-oo》と尺八の独奏曲の《メタゴン 

Metagon》，二作品があります。

尺八製管師のズルツバッハーの出身地サンタ・

クルス市も日系社会がなく，日本文化に関する活

動もほとんどありません。ズルツバッハーが尺八

製作を始めた契機は，竹笛製作の教則本との出会

いでした。偶然にもサンタ・クルス市には，ブラ

ジルでは非常に珍しい尺八の原材料「真竹」の竹

林が繁殖していました。彼はスカイプを使い，ア

メリカのマルコ・リンハード Marco Lienhard から

尺八奏法を習得しています。尺八の製作情報はア

メリカから購入した教則本で学習しました。2017

年から尺八教室を開き，尺八の演奏と作り方も教

えています。

フェレイラはアメリカのリンハード師から横山

勝也の古典本曲を学習していました。横山勝也の

古典本曲は，拍節がはっきり取れない自由リズム

の曲であるため，フェレイラはそこにスピリチュ

アルな意味を感じたと語っています。その後，ブ

ラジルに横山系の古典本曲を取り入れようと思

い，サンパウロ市で吹禅尺八道場という非日系人

の尺八グループを創設しました。

非日系人の音楽活動を調査すると，古典本曲が

中心だとわかりました。その理由として，音楽的

な好みに限らず，古典本曲のスピリチュアリティ

にも惹かれていると語る場合が多く見られます。

❹	まとめ
ブラジル日系社会で尺八は，地歌，箏曲，長

唄，民謡などで使われ，合奏のための楽器となり

ました。この場合，合奏による尺八音楽は，日系

人における民族性を形成・保持・表現するための

役割を果たします。日系人にとって尺八音楽は，

日本文化の一部としての記憶に関わり，日本への

思いとつながり，また娯楽を目的とし，日系人の

仲間を集めるきっかけとなります。つまり尺八

は，日系人がコミュニティを形成し保持するため

の楽器となりました。

しかし彼らは，尺八の瞑想的な古典本曲や，禅

宗の一派としての普化宗や虚無僧といった，日本

音楽においても希有かつ独特なスピリチュアルな

側面には，ほとんど触れていません。一方，現在

の外国の学習者・愛好者にとっては，尺八のスピ

リチュアリティこそが，尺八を勉強するための大

きな理由となっています。ブラジルの非日系人に

とっても，尺八を学習しようと思う一つの理由が

そのスピリチュアリティなのです。

アメリカは，ブラジルと同様に，日系移民が大

勢入ってきました。しかし Matsunobu によると，

尺八は日系アメリカ人に強く関わる楽器ではな

く，彼らのアイデンティティ形成に重要な役割を

果たしているとは言えません。尺八は元々独奏的

な楽器であり，一般的なアメリカ人にとって，尺

八は個人的な修行でありながら自分を成長させる

ための楽器となります（Matsunobu 2009：236-

237）。ここでいう独奏というのは古典本曲のこ

とを指しています。

同様に，ブラジルの非日系尺八関係者も，古典

本曲が中心であり，音楽そのものに限らず，尺八

のスピリチュアルな面にも関心が向かっていま

す。また，日系人と異なり，非日系尺八関係者に
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とっては，あえて民族的なコミュニティを作る必

要がありません。

加えて，尺八におけるアメリカとブラジルとの

関わりについて，少し考えましょう。非日系人に

よって横山勝也系の古典本曲がブラジルに取り入

れられたのですが，その経路は日本からではな

く，アメリカからの導入でした。このように，米

国の尺八関係者・愛好者からブラジルの非日系人

への影響が見えてきます。

アメリカからブラジルへの尺八音楽の導入は，

次のように五つのカテゴリーにわけられます。①

直接アメリカに尺八を学びに行く。②アメリカの

尺八師匠から遠隔的にインターネットで指導を受

ける。③アメリカから尺八自体を購入する。④ア

メリカから尺八の教則本や楽譜などの教材を購入

する。⑤アメリカ人によるブラジルでの演奏会や

ワークショップなどの開催（例：2009年以降のリ

ンハードの活動）。

以上のように，ブラジルにおける尺八の国際化

について明らかにしました。

昔は，日本語を知らない者は尺八についての情

報を得ることができませんでしたが，現在では，

インターネットや外国語で記述されている尺八の

記事や論文などが多くなったので，英語やポルト

ガル語などでも，尺八についての情報に触れるこ

とができるようになりました。しかも，イルラン

ジーニやズルツバッハーのように，日本文化が普

及していない場所に住んでいても，インターネッ

トを使用して，日本やアメリカやヨーロッパなど

の尺八師匠にリモートで尺八の指導を受けること

ができるようになりました。つまり，ブラジルに

おける日本人移民による尺八の広がりと，非日系

人への広がりの，二つの系統の国際化が，海外に

おける尺八の国際化の一部であると言えます。
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